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高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

 課題１  

特別な支援を必要とする生徒へ対応するための方策 

 

○ 高等学校には，発達障害の生徒など特別な支援を必要とする生徒が在籍

しており，生徒一人一人が十分にその力を発揮するための対応が求められ

ている。 

 

 論 点  

 

□ 高等学校で特別な支援が必要な生徒に対応するための方策について 

 

 第１回審議会の意見  

○ 多様な子どもたちへの対応を行うため，教員の専門性の維持，充実が課

題である。 

○ 特別な支援が必要な生徒への対応が必要である。 

○ 現在，高等学校では特別な支援が最大の課題である。 

○ 「小学校から中学校」「中学校から高校」などの接続期の情報の共有が

課題ある。 

 

 第３回審議会の意見  

○ 特別な支援が必要な生徒の情報が中学校から入りにくい。生徒を適切に

指導するためには，中学校から高等学校へ必要な情報を引き継ぐことが必

要である。 

○ 児童生徒のサポートに必要な情報をサポートシートなどに書き加えてい

くことは有効である。 

○ ソーシャルスキルトレーニングなどを行う学校独自の科目を開設できな

いか。 

○ 特別支援学校から高等学校に戻った教員がコーディネーターとして活躍

できる人事交流が行われるとよい。 
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高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（想定される方策） 

・ 特別な支援が必要な生徒について，入学決定後に中学校から確実に

情報を引き継ぐとともに，「個別の教育支援計画」や「個別の指導計

画」の作成・充実を図る。 

・ 校内研修の実施や総合研修センターの研修会の受講などにより教員の

特別支援教育に対する理解促進と専門性の向上を図る。 

・ 外部専門家のアドバイスを受け，一人一人の教育的ニーズに応じた支

援の工夫と教員の専門性の向上を図る。 

・ 生徒の状況に応じた学校設定科目の検討を行うなど，教育課程の編

成を工夫する。 

・ 生徒の状況に応じて支援員の積極的な任用を図る。 

・ 卒業後の進路について，福祉，労働等の関係機関と十分に連携を図

り，就業に向けた取組を充実させる。 
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高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

 課題２  

特別支援教育の校内体制の整備を進めるための方策 

 

○ 高等学校では，特別支援教育コーディネーターの配置や校内委員会の

設置が進んでいるが，特別な支援を必要とする生徒の把握や校内委員会

の機能強化など，さらなる校内体制の整備が必要である。 

 

 第１回審議会の意見  

○ 現在，高等学校では特別な支援が最大の課題である。 

 参考資料  

【コーディネーターの配置と校内委員会の設置 H24】

 

【校内委員会開催回数：Ｈ24】      【実態調査の実施状況：Ｈ24】 

 

 

   

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育コーディネーター
の配置

特別支援教育に係る
校内委員会の設置

７７校中７７校
（１００％）

７７校中６９校
（８９．６％）

0回 

39.1% 

1回 

37.7% 

2回 

14.5% 

3回 

2.9% 
4回以

上 

5.8% 

実施している 

６１．０％ 

実施していない 

３９．０％ 
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高等学校における特別支援教育の体制づくりと推進 

 論 点  

 

 

 

   

 

 

□ 特別支援教育に係る校内体制の整備について 

（方策の例） 

・ 特別支援教育コーディネーターを中心に，職員からの情報収集や必要

な調査を実施し，特別な支援を必要とする生徒の把握を行う。 

・ 特別な支援が必要な生徒に対し組織的に適切な支援を行えるように，

校内委員会の充実を図る。 

・ 特別な支援が必要な生徒に対する支援機能を十分に発揮するため，計

画的に校内委員会を開催する。 

・ それぞれの生徒が抱える課題を解決するため生徒指導部，教育相談部

等，既存の校内組織との連携を図る。 

・ 管理職がリーダーシップを発揮し，特別支援教育を推進するための研

修の充実を図る。 

・ 発達障害等の生徒に対する適切な指導のための校内研究を推進する。 

・ 特別支援学校との人事交流を促進する。 


